
 

米海兵隊実弾射撃訓練（矢臼別） 

11月 22日花咲港陸揚げか 
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別
海
町
の
情
報
に
よ
る
と
、
矢
臼
別
演
習
場
に
お
け
る
米
海

兵
隊
実
弾
射
撃
訓
（
沖
縄
県
道
１
０
４
号
線
越
え
実
弾
射
撃
訓

練
）
が
、
１１
月
２７
日
か
ら
１２
月
７
日
ま
で
の
日
程
で
実
施
、

装
備
の
陸
上
輸
送
は
、
１１
月
２２
日
（
水
）
に
花
咲
港
か
ら
矢
臼

別
に
向
け
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 
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写真は 2015年 11月に行われた陸上輸送の様子（温根沼大橋付近）。民

間のトラックでりゅう弾砲を運んでいます。左側は海兵隊の訓練に抗

議の声をあげているみなさん。 

 

実
弾
射
撃
訓
練
は
、
１１
月

２７

日
か
ら

１２

月
７
日
ま
で

の
う
ち
、
９
日
間
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
規
模
は
中
隊
レ

ベ
ル
、
人
員
は
約
２
４
０
名
、

車
両
は
約
１
０
０
両
、
砲
種

は
１
５
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲
が

６
門
使
用
さ
れ
る
模
様
で

す
。
こ
の
う
ち
、
物
資
・
車

両
の
搬
入
が
１１
月
２２
日
、
花

咲
港
か
ら
陸
揚
げ
さ
れ
ま

す
。 

 

１０
月
定
例
月
議
会
で
鈴
木
議

員
が
一
般
質
問 

 

日
本
共
産
党
の
鈴
木
一
彦

議
員
は
、
先
に
行
わ
れ
た
１０

月
定
例
月
議
会
の
一
般
質
問

で
、
平
和
に
関
わ
る
諸
問
題

と
し
て
、「
米
海
兵
隊
矢
臼
別

演
習
」
と
花
咲
港
の
使
用
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
市
長
の

見
解
を
問
う
て
い
ま
す
。 

鈴
木
「
在
沖
縄
米
海
兵
隊
が

矢
臼
別
演
習
場
に
て
実
弾
射

撃
訓
練
を
行
う
際
に
は
、
武

器
や
車
両
の
運
搬
に
花
咲
港

が
使
用
さ
れ
て
き
た
。
花
咲

港
か
ら
矢
臼
別
演
習
場
に
向

か
っ
て
、
市
内
の
道
路
を
通

っ
て
武
器
・
車
両
が
運
搬
さ

れ
る
。
そ
の
間
、
事
故
が
発

生
す
る
可
能
性
は
０
で
は
な

い
。 

 

本
年
は
、
ち
ょ
う
ど
サ
ン

マ
漁
の
最
盛
期
と
重
な
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
花

咲
港
の
使
用
を
断
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。 

 

今
後
に
お
い
て
は
、
水
産

振
興
を
は
か
る
上
で
の
花
咲

港
の
重
要
性
、
市
内
を
陸
送

す
る
際
の
危
険
性
、
ま
た
、

何
よ
り
も
市
民
の
安
全
を
ま

も
る
と
の
立
場
か
ら
、
花
咲

港
の
使
用
は
許
可
し
な
い
と

い
う
判
断
に
立
つ
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

う
」。 

 

こ
れ
に
対
す
る
市
長
の
答

弁
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。 

市
長
「
陸
揚
げ
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
北
海
道
防

衛
局
長
に
対
し
、
漁
船
の
利

用
状
況
を
優
先
と
す
る
考
え

を
伝
え
て
き
て
お
り
、
加
え

て
物
資
の
内
容
や
移
送
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
事
前
の

情
報
提
供
を
始
め
、
入
出
港
、

移
送
時
に
お
け
る
交
通
安
全

の
確
保
、
米
海
兵
隊
の
行
動

に
対
す
る
治
安
の
確
保
な

ど
、
４
項
目
に
つ
い
て
申
し

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
市
と
し
て
も
、
輸
送

経
路
の
沿
線
町
会
や
学
校
、

漁
協
に
対
す
る
事
前
の
情
報 

提
供
の
ほ
か
、
花
咲
港
に
お

け
る
一
般
利
用
者
の
混
乱
を

回
避
す
る
た
め
の
保
安
警
備

体
制
を
組
む
な
ど
、
安
全
性

の
確
保
に
努
め
て
き
た
。 

 

花
咲
港
使
用
に
つ
い
て

は
、
本
演
習
が
国
家
の
安
全

維
持
を
目
的
と
す
る
重
要
な

国
策
の
一
環
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
自
治
体
は
こ
れ
に

協
力
す
る
立
場
に
あ
り
、
港

湾
管
理
者
と
し
て
、
港
湾
法

や
基
本
原
則
等
を
ふ
ま
え
る

な
ど
総
合
的
な
判
断
の
も
と

で
容
認
し
て
き
た
。
今
後
に

お
い
て
も
、
要
請
が
あ
っ
た

場
合
は
、
漁
船
の
利
用
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
北
海

道
防
衛
局
と
十
分
に
協
議
し

対
応
し
て
い
く
」。 

  

つ
ま
り
、
今
回
は
「
漁
船

に
影
響
が
な
い
の
で
許
可
し

た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
漁
船
の
利
用
状
況
を
優

先
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、

市
民
の
安
全
と
平
和
を
ま
も

る
と
い
う
考
え
が
欠
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、
今
後
も
、
花
咲
港
の

陸
揚
げ
使
用
と
、
何
よ
り
も

訓
練
そ
の
も
の
に
反
対
の
声

を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。 

 


